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町債
（借り入れするお金）
8億1,690万円
12.8％

繰入金
（特別会計などから入るお金）

6億4,601万円
10.1％

地方交付税
（国から交付されるお金）

25億7,687万円
40.3％

依存財源
（国や県などからのお金）

48億6,010万円
75.9％

自主財源
（自ら収入できるお金）

15億3,690万円
24.1％

国庫支出金
5億3,359万円
8.3％

県支出金
7億1,914万円
11.2％

その他
2億1,360万円
3.3％

町税
5億7,559万円
9.0％

使用料及び手数料
1億5,058万円
2.4％

その他
1億6,472万円
2.6％

その他
2億6,471万円
4.2％

その他
27億2,888万円
43.0％

投資的経費
17億6,171万円
27.4％

義務的経費
18億9,641万円
29.6％

人件費
9億1,722万円
14.3％

公債費
7億2,289万円
11.3％

災害復旧事業費
2,530万円
0.4％

扶助費
（福祉に要するお金）
2億5,630万円
4.0％

普通建設事業費
（道路改良や施設整備
　などに要するお金）
17億3,641万円
27.1％

物件費
（消費的な性質を持つお金）

9億7,122万円
15.2％

補助費等
（町から交付
　するお金）
8億9,881万円
14.1％

繰出金
（特別会計などに繰出すお金）

6億円414万円
9.4％

　

町
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成
28
年
度
当
初
予
算
案
を
は
じ
め
、
町
長
等
の
給
与
や
議
会
議
員
の
報
酬
額
を
改
定
す
る
条
例
改
正
案
な
ど
、
36
件
で
、

平
成
28
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
及
び
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部
改
正
条
例
は
採
決
に
よ
り
、
そ
の
他
の
議
案
は
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
議
員
12
人
が
登
壇
し
、
町
の
考
え
や
対
応
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

３　月
議　会
定例会
3/4～17

一　　　　般　　　　会　　　　計 63億9,700万円
8,868万円
623万円

１億7,565万円
１億1,256万円

5,498万円
9,702万円

10億156万円
2億8,178万円
11億200万円
6,835万円

１億5,246万円
9,691万円

96億3,518万円合　　　　計

特　
　

別　
　

会　
　

計

水道事業会計
収　益　的　収　支
資　本　的　収　支

会　　　　　計　　　　　名 平成28年度予算額

工 業 団 地 造 成 事 業
住 宅 団 地 造 成 事 業
下 水 道 施 設 事 業
農 業 集 落 排 水 処 理 事 業
個 別 排 水 処 理 事 業
後 期 高 齢 者 医 療
　 　 　 保 険 関 係
　 　 　 　 診 療 所 関 係
介 護 保 険
簡 易 水 道 等 事 業

63億4,600万円
8,868万円
616万円

１億8,601万円
１億1,579万円

6,417万円
1億148万円

10億2,509万円
2億8,247万円
11億3,085万円

7,893万円
１億5,779万円

8,919万円
96億8,609万円

0.8％
0.0％
1.1％

△5.6％
△2.8％
△14.3％
△4.4％
△2.3％
△0.2％
△2.6％
△13.4％
△3.4％
8.7％

△0.5％

平成27年度予算額 増 減 率

平成28年度一般会計予算　63億9,700万円平成28年度一般会計予算　63億9,700万円
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３
月
定
例
会
報
告 議会が注目! 新年度事業議会が注目! 新年度事業議会が注目! 新年度事業

　西会津国際芸術村に設置した定住・移住総合
支援センターで、来場者へ町の魅力を伝えるほ
か、担当スタッフが相談者の現状や希望を聞き取
りながら、仕事や住まい等の関係者間のマッチン
グを行うなど、きめ細やかな支援を行います。
　さらに町出身者や町を応援したいと思う方々
を対象として設立する、西会津ふるさと町民倶楽
部（仮称）の管理運営を行い、会員を顧客とした
米などの物産品の直販を確立するほか、会員へ
の優遇制度を提供しながら町の魅力を発信する
とともに、イベントに誘客し、西会津ファンから移
住定住者となるよう、交流人口の拡大の取り組
みを推進します。

定住・移住総合支援センター運営事業
670万3千円

ピックア
ップ

　役場庁舎移転を計画している西会津小学校旧
校舎の敷地は、県埋蔵文化財包蔵地台帳に登録
されている遺跡、横町館跡であることから、昨年
７月から８月にかけて試掘調査を実施しました。
この結果、埋蔵文化財の所在を確認するととも
に、本調査を実施することになりました。
　調査対象面積は全体で約5,710平方メートル、
期間は平成28年度と平成29年度の２カ年を予定
し、平成28年度は、主に校庭の表土を全面削平
し、遺跡の密集状況を確認しながら、全面精査な
どの作業を実施する計画です。平成29年度事業
は、前年度未了分の調査を実施する計画です。

横町館跡発掘調査事業
3千万円

▶
昨
年
の
試
掘
調
査

ピックア
ップ

　合宿等でのさゆり公園利用者を受け入れる宿
泊施設が限られており、町内に宿泊できない利
用者は近隣町村の民宿や旅館等を利用している
ため、町と友好都市を結んでいる都市の小中学
生や高校・大学さらに市民などの合宿のほか、企
業の各種研修会などにも対応できる合宿交流施
設、セミナーハウスを整備検討することにより、
都市部との交流人口の拡大と地域経済の活性化、
そして新たな雇用の創出を図ります。
　さらに西会津の魅力を感じてもらい将来的に
西会津で暮らしたいと思った方々を増やして移
住・定住につなげる施設とするため、施設の基本
的な構想をまとめます。

セミナーハウス整備調査事業
432万円

ピックア
ップ

　菌床きのこ類の大規模産地化を目指すととも
に、豊富な森林資源を活用したオガ粉生産施設
を整備し、町内外への販売や木質バイオマスの
生産、廃菌床のエネルギー活用など、町独自の循
環型産業体系を構築し、新たな雇用の創出も進
めます。
　このため、検討員会の設置や先進地の研修を
行うなど、森林資源活用による新しい西会津町の
産業づくりに向けた調査・検討事業を実施します。

森林資源活用型新産業づくり計画策定事業
389万4千円

ピックア
ップ

　町縦貫道路の町道部分は、平成30年度には完
了させる予定で進めています。町縦貫道路で多
額の事業費を要するのは平成29年度までで、平
成30年度以降に整備を進めていく道路の整備計
画を策定する必要があります。
　おおむね10年間を見通した上で、交通の安全
性の確保、住民生活の向上及び地域活性化のた
めの新しい道路計画を策定します。

道路整備計画調査事業
216万円

ピックア
ップ
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新
年
度
は
９
億
３
８
６
２

万
１
千
円
と
な
り
、
今
年
度

と
比
べ
３
１
７
７
万
３
千
円

の
減
と
な
っ
た
。
施
設
管
理

委
託
料
等
が
大
部
分
を
占
め

る
。

　

長
谷
川
義
雄
議
員

　

借
地
料
と
土
地
借
り
上
げ

料
の
見
直
し
等
が
検
討
さ
れ

て
い
る
か
。

　

総
務
課
長

　

新
年
度
の
土
地
借
上
げ
料

は
３
１
２
４
万
３
千
円
と
な

り
、
今
年
度
と
比
べ
６
万
５

千
円
の
減
と
な
っ
た
。
役
場

駐
車
場
の
借
上
げ
、
保
育
所

や
町
営
駐
車
場
な
ど
の
土
地

借
上
げ
料
が
大
き
い
割
合
を

占
め
る
。
今
の
と
こ
ろ
借
地

料
の
減
額
は
考
え
て
い
な
い
。

　

伊
藤
一
男
議
員

　

町
職
員
に
よ
る
職
員
消
防

隊
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
が
、
予
算
措
置
等
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

　

町
民
税
務
課
長
補
佐

　

予
算
は
被
服
費
に
３
１
４

万
円
程
度
見
込
ん
で
い
る
。

車
両
は
公
用
車
を
使
用
す
る

ほ
か
、
消
防
組
織
の
統
廃
合

に
よ
り
不
用
と
な
る
車
両
を

利
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

多
賀
剛
議
員

　

団
体
育
成
補
助
金
は
ア
ッ

プ
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
あ
っ
た

の
か
。
ま
た
、
要
請
が
あ
れ

ば
検
討
し
て
も
ら
え
る
の
か
。

カ
ッ
ト
さ
れ
た
補
助
金
は
復

活
す
る
よ
う
検
討
さ
れ
る
の

か
。

　

総
務
課
長

　

団
体
育
成
補
助
金
を
含
め
、

補
助
金
は
28
年
度
合
計
で
５

１
７
件
、
総
額
で
８
４
７
２

万
７
千
円
の
予
算
を
計
上
し

て
い
る
。

団
体
育
成
補
助
金
は
基
本
的

に
は
前
年
同
額
、
も
し
く
は

上
が
っ
た
団
体
も
あ
る
。

　

団
体
育
成
補
助
金
は
町
と

し
て
育
成
す
る
団
体
や
町
の

活
性
化
に
資
す
る
団
体
に
補

助
し
て
い
き
た
い
。
廃
止
さ

れ
た
補
助
金
の
復
活
も
、
状

況
を
見
て
団
体
の
活
動
状
況

を
踏
ま
え
、
町
と
し
て
的
確

に
判
断
し
て
い
く
。

　

多
賀
剛
議
員

　

今
年
は
、
石
油
等
の
燃
料

費
は
安
く
な
っ
て
き
て
い
る

が
、
燃
料
費
は
総
額
で
ど
の

く
ら
い
安
く
な
っ
た
か
。

　

総
務
課
長

　

ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
は
以
前

よ
り
安
く
な
り
、
一
般
会
計

で
合
計
５
６
９
万
円
の
減
額

と
な
っ
た
。

　

長
谷
川
義
雄
議
員

　

委
託
料
の
推
移
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　

総
務
課
長

○は賛成、×は反対、退は退席。武藤議員は議長のため採決に加わっていません。

平成28年度一般会計予算採決結果
武　

藤

清　

野

荒　

海

青　

木

多　

賀

三
留
正

渡　

部

伊　

藤

猪　

俣

長
谷
川

小　

柴
秦薄

三
留
満

－○××○○○○○○○○○○

反対討　論
荒海清隆議員

　役場庁舎移転計画に２年間の遅れが生じた。
遅れた原因の説明責任がなされていない。そして
責任の所在が明らかにできないという点もある。
それに加え、プールの取り壊しの件では文化財
保護委員との意思疎通の欠如があった。これら
は町民のみなさんに明らかにしなければならない
ところである。
　このような隠ぺい体質は、町民にとって誠に不
幸であり私も残念でならない。
　大変良い、立派な新規事業もあるが、今後こ
のようなことがないよう反省することを願い、新年
度一般会計予算には反対する。

賛成討　論
伊藤一男議員

　まだまだ本町には、ソフト面でやらなければなら
ないことがたくさんある。無駄なお金を使うような
ことも避けていかなければならない。長期的な財
政の見通し、そういう中でいろいろなことをやって
いる。
　また、これから財政負担もいろいろある。その
中で、我々議員も一生懸命考えて、この人口減
少に町と共にやっていく部分はやっていく、言うと
ころは言っていくというように、これからやってい
ければいいのではないかと思う。
　そういうことで28年度の一般会計予算には賛
成である。

新
年
度
予
算議員

は
問
う

新
年
度
予
算

　
　
　

 

議
員
は
問
う

３
月
定
例
会
報
告

H28当初予算



5 議会だよりにしあいづ／平成28年４月／133号

３
月
定
例
会
報
告

　

本
町
、
猪
苗
代
町
、
磐
梯

町
、
北
塩
原
村
で
構
成
す
る

会
津
耶
麻
町
村
会
に
お
い
て
、

県
内
の
町
村
の
特
別
職
の
給

料
・
報
酬
額
に
つ
い
て
調

査
・
検
討
し
た
結
果
、
県
内

他
町
村
と
の
格
差
の
是
正
や

町
村
長
と
他
の
特
別
職
と
の

割
合
の
是
正
を
図
る
こ
と
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
３
役
の
給
料
月
額
の
改

正
で
は
、
町
長
の
給
料
月
額

を
県
内
の
人
口
５
千
人
以
上

１
万
人
未
満
の
16
町
村
の
平

均
額
の
75
万
円
に
改
正
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
改
正
し
た

町
長
の
給
料
月
額
を
基
本
に
、

副
町
長
の
給
料
月
額
を
町
長

の
給
料
月
額
の
84
パ
ー
セ
ン

ト
の
額
、
教
育
長
の
給
料
月

額
を
町
長
の
給
料
月
額
の
80

パ
ー
セ
ン
ト
の
額
に
改
正
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
議
員
の
報
酬

額
も
改
正
す
る
議
案
が
提
出

さ
れ
、
議
長
の
報
酬
月
額
を

町
長
の
給
料
月
額
の
40
パ
ー

セ
ン
ト
の
額
、
副
議
長
の
報

酬
月
額
を
町
長
の
給
料
月
額

の
33
パ
ー
セ
ン
ト
の
額
、
議

会
議
員
の
報
酬
月
額
を
町
長

の
給
料
月
額
の
30
パ
ー
セ
ン

ト
の
額
に
改
正
し
ま
し
た
。

改
正
前
及
び
改
正
後
の
金
額

は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　

町
３
役
の
給
料
月
額
を
改

正
す
る
「
町
長
等
の
給
与
及

び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
条
例
」
は
、
全
員
賛

成
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
議
員
の
報
酬

月
額
を
改
正
す
る
「
議
会
議

員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁

償
条
例
の
一
部
改
正
条
例
」

は
、
討
論
、
採
決
を
行
っ
た

結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。
な
お
、
各
議
員

の
採
決
の
結
果
は
、
下
段
の

表
の
と
お
り
で
す
。

○は賛成、×は反対、退は退席。武藤議員は議長のため採決に加わっていません。

議会議員の議員報酬及び
費用弁償条例の一部改正採決結果

武　

藤

清　

野

荒　

海

青　

木

多　

賀

三
留
正

渡　

部

伊　

藤

猪　

俣

長
谷
川

小　

柴
秦薄

三
留
満

－○×○○×○○○○○○○○

反対討　論
三留正義議員

　原案そのものに異論はないが、時期尚早と考
える。
　現在、議会活性化特別委員会で議員定数等
についても検討中であるが、結論は示されてい
ない。
　このような中での報酬の引き上げは、町民の
理解は得られないと考え、反対する。

賛成討　論
猪俣常三議員

　財政が厳しいなかではあるが、町特別職給与
等審議会の答申を尊重し賛成する。
　今後、議員定数の見直しに前向きに取り組み、
町民の理解を得られるように努める。

町
３
役
の
給
料

議
会
議
員
の
報
酬
を
ア
ッ
プ

　　　　改正前（旧）　　　　  改正後（新）
町　長　72万9千円　　　⇒　　75万円（2万1千円のアップ）
副町長　61万7千円　　　⇒　　63万円（1万3千円のアップ）
教育長　58万1千円　　　⇒　　60万円（1万9千円のアップ
議　長　26万5,400円　　⇒　　30万円（3万4,600円のアップ）
副議長　21万6,900円　　⇒　　24万7,500円（3万600円のアップ）
議　員　19万5千円　　　⇒　　22万5千円（3万円のアップ）
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３
月
定
例
会
報
告

審
議
し
た
陳
情

提
出
し
た
意
見
書

　

現
在
、
町
で
は
第
３
子
以

降
の
出
生
時
の
保
護
者
に
対

し
、
出
生
時
に
20
万
円
、
２

歳
の
誕
生
日
に
10
万
円
、
小

学
校
入
学
時
に
20
万
円
の
合

計
50
万
円
を
支
給
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
条
例
改
正
で
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
支
給
要
件

を
拡
充
し
、
第
１
子
及
び
第

２
子
の
出
生
時
に
も
20
万
円

の
祝
金
を
支
給
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
第
３
子
目
以
降
も

含
め
、
出
生
時
に
支
給
す
る

祝
金
20
万
円
の
う
ち
半
額
の

　

６
月
30
日
で
任
期
満
了
と

な
る
人
権
擁
護
委
員
１
名
に

つ
い
て
、
次
の
方
を
推
せ
ん

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

長
谷
川
成
博
さ
ん
（
梨
平
）

　

１
件
の
陳
情
を
総
務
常
任

委
員
会
に
付
託
し
、
審
査
し

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

■
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
・
脳

し
ん
と
う
の
周
知
と
予
防
、

そ
の
危
険
性
や
予
後
の
相

談
の
出
来
る
窓
口
な
ど
の

10
万
円
は
、
町
内
で
の
消
費

の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
町
共
通
商
品
券
で
支
給

さ
れ
ま
す
。

【
質
疑
】

　

小
柴
敬
議
員

　

４
月
上
旬
の
出
産
予
定
日

の
方
が
、
出
産
が
早
ま
り
条

例
改
正
後
の
恩
恵
を
受
け
ら

れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
。
施

行
日
を
本
日
以
降
で
、
定
例

会
中
の
い
ず
れ
か
の
日
か
ら

に
す
れ
ば
生
ま
れ
た
時
に
支

給
で
き
る
。
柔
軟
な
対
応
が

出
来
る
の
で
は
な
い
か
。

　

健
康
福
祉
課
長

　

条
例
改
正
の
施
行
日
は
４

月
１
日
と
し
て
お
り
、
確
か

に
４
月
上
旬
の
出
産
予
定
が

早
ま
れ
ば
、
本
条
例
改
正
後

の
適
用
に
は
な
ら
な
い
。

　

本
条
例
改
正
に
伴
う
予
算

は
新
年
度
予
算
で
計
上
し
て

お
り
、
本
年
度
予
算
で
は
予

算
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
本
年
度
中
か

ら
の
実
施
は
不
可
能
で
あ
る
。

訂
正
と
お
詫
び

　

議
会
だ
よ
り
１
３
２
号

９
ペ
ー
ジ
の
多
賀
議
員
の

創
生
総
合
戦
略
に
関
す
る

一
般
質
問
に
対
す
る
企
画

情
報
課
長
の
答
弁
の
中
で
、

「
10
年
ご
と
に
計
画
の
見

直
し
を
図
り
」
と
あ
り
ま

す
が
、
10
年
ご
と
に
見
直

し
を
図
る
の
は
町
総
合
計

画
で
あ
り
、
創
生
総
合
戦

略
は
５
年
間
の
計
画
期
間

に
な
り
ま
す
。
誤
解
を
招

く
記
載
で
し
た
。

　

ま
た
、
15
ペ
ー
ジ
の
小

柴
議
員
の
野
沢
町
内
雪
処

理
に
関
す
る
一
般
質
問
の

見
出
し
の
答
と
し
て
「
本

年
度
中
に
策
定
す
る
」
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
正
し

く
は
「
来
年
度
中
に
策
定

す
る
」
で
し
た
。

　

訂
正
し
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

　

設
置
を
求
め
る
陳
情

陳
情
者　

軽
度
外
傷
性
脳
損

傷
仲
間
の
会
代
表　

藤
本
久

美
子

【
審
議
結
果
】継
続
審
査

　

な
お
、
12
月
議
会
定
例
会

で
継
続
審
査
と
し
て
い
た

「
公
立
小
中
学
校
の
教
職
員

数
の
充
実
・
確
保
の
た
め
の

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

情
書
」
は
、
審
議
の
結
果
、

採
択
と
決
定
し
ま
し
た
。

■
公
立
小
中
学
校
の
教
職
員

数
の
充
実
・
確
保
を
求
め

る
意
見
書

提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
、

文
部
科
学
大
臣
、
財
務
大
臣

よ
り
一
層
子
育
て
を
応
援

子
ど
も
は
町
の
宝 

よ
り
一
層
子
育
て
を
応
援

出
産
祝
金
支
給
条
例
を
一
部
改
正

人
権
擁
護
委
員
１
名
を
推
せ
ん

一
般
質
問

○三留満議員（15ページ）
　①西会津小学校にプールの必要性について
　②空家対策法における「特定空家」について

○薄幸一議員（８ページ）
　①安全安心な暮らしの確保に向けての町
の取組について 

　②地域おこしの推進と人材の育成について

○小柴敬議員（13ページ）
　①平成28年度当初予算の特徴と重点施策
について

　②西会津町創生総合戦略策定後の今後の
計画について

　③安全安心な快適生活環境づくりのため
の町の取組みについて

○猪俣常三議員（12ページ）
　①学校教育の学力向上について
　②「会津防災」事業について
　③県道奥川新郷線の整備状況について

○伊藤一男議員（17ページ）
　①高齢者福祉の充実について
　②阿賀町との交流促進と観光誘客について

○三留正義議員（７ページ）
　①野沢まちなかの整備・活性化について 
　②これからの農業について

○長谷川義雄議員（11ページ）
　①子育て支援政策について
　②町内の文化財について

○渡部憲議員（16ページ）
　①地域連携販売力強化施設の完成について
　②ふるさと自慢館について
　③出産祝金支給事業について

○多賀剛議員（10ページ）
　①まち・ひと・しごと創生総合戦略について
　②交流人口拡大と集客施設の利活用について
　③「子ども議会」と小中連携教育の評価
検証について

○青木照夫議員（９ページ）
　①４Ｋ・８Ｋテレビの対応について
　②福祉バス路線開設について
　③各種利用料金の格差是正について

○荒海清隆議員（14ページ）
　①役場庁舎移転について 

○清野佐一議員（18ページ）
　①農業政策について
　②観光振興について
　③町政の取り組み
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取り組みの拡大が期待される冬作野菜

雇用・所得安定政策は今
後
の
農
業

問

冬作野菜の強化を図る答

整
備
は
ど
う
す
る

野沢まちなか

問

景
観
づ
く
り
を
計
画
す
る

答

三留 正義 議員

　

農
林
振
興
課
長

　

小
規
模
な
個
々
の
農
業
経

営
か
ら
農
業
機
械
の
共
同
利

用
化
や
集
落
営
農
の
組
織

化
・
法
人
化
、
認
定
農
業
者

な
ど
担
い
手
と
連
携
し
た
農

地
の
集
積
な
ど
経
営
規
模
の

拡
大
化
に
よ
り
、
地
域
農
業

を
効
率
的
で
持
続
性
の
あ
る

農
業
経
営
体
へ
と
転
換
す
る

取
り
組
み
を
今
ま
で
以
上
に

強
力
か
つ
加
速
度
的
に
進
め

て
い
く
。

　

問　

多
く
の
農
業
者
が
冬

期
間
の
収
入
に
苦
慮
さ
れ
て

い
る
が
、
雇
用
や
所
得
安
定

化
に
向
け
た
政
策
を
ど
の
よ

　

問　

平
成
30
年
に
は
減
反

政
策
が
解
除
に
な
る
。
そ
れ

ま
で
に
特
色
あ
る
コ
メ
作
り

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
体

制
・
体
系
を
目
指
し
て
い
く

の
か
を
問
う
。

う
に
さ
れ
る
の
か
を
問
う
。

　

農
林
振
興
課
長

　

平
成
16
年
度
よ
り
耐
雪
型

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
リ
ー
ス
事

業
を
導
入
し
、
農
家
支
援
を

行
っ
て
き
た
。

　

今
年
は
、
道
の
駅
よ
り
っ

せ
の
地
域
連
携
販
売
力
強
化

施
設
が
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と

か
ら
、
取
り
組
み
農
家
数
の

拡
大
と
多
品
目
野
菜
の
推
進
、

雪
下
野
菜
や
越
冬
野
菜
な
ど

の
栽
培
を
推
進
し
、
冬
作
の

取
り
組
み
強
化
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
冬
期
間

の
農
業
所
得
の
向
上
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

な
が
ら
、
新
た
な
施
設
の
効

果
的
な
利
活
用
や
こ
れ
ま
で

実
施
し
て
き
た
事
業
の
継
続
、

磨
き
上
げ
を
行
い
活
性
化
に

つ
な
げ
た
い
。

　

問　

ま
ち
な
か
の
活
性
化

は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

　

町
長

　

ま
ず
町
内
会
等
の
皆
さ
ん

が
、
自
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
つ
く

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
街
並
み
景
観

づ
く
り
を
計
画
し
て
進
め
て

い
く
。

　

問　

町
の
中
心
で
あ
り
、

象
徴
で
あ
る
べ
き
野
沢
ま
ち

な
か
は
衰
退
し
て
い
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。
最
近
で

は
多
く
の
方
か
ら
、
「
野
沢

ま
ち
な
か
は
閑
散
と
し
て
い

る
」
と
い
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
町
の
顔
で
も

あ
る
野
沢
ま
ち
な
か
を
、
町

で
は
ど
の
よ
う
な
街
並
み
を

目
指
し
て
い
る
の
か
を
問
う
。

　

企
画
情
報
課
長

　

今
後
も
商
工
会
の
皆
さ
ん

と
の
連
携
を
深
め
、
ま
ち
な

か
活
性
化
に
向
け
た
ご
意
見

や
ご
提
案
な
ど
を
い
た
だ
き



一
般
質
問

議会だよりにしあいづ／平成28年４月／133号 8

海
外
芸
術
家
の
招
へ
い
は

国際芸術村

問

再
開
す
る
考
え
は
な
い

答

雪処理支援隊の状況は
安
全
安
心
な
暮
ら
し

問

臨時職員４人を雇用答

薄　 幸一 議員

国際芸術村のさらなる活用を

　

問　

以
前
の
よ
う
に
、
国

際
芸
術
村
に
海
外
か
ら
の
芸

術
家
を
受
け
入
れ
る
考
え
は
。

　

商
工
観
光
課
長

　

大
使
館
を
通
じ
た
招
致
を

再
開
す
る
考
え
は
な
い
が
、

国
内
外
を
問
わ
ず
芸
術
活
動

で
芸
術
村
を
訪
れ
、
滞
在
す

る
形
態
を
継
続
し
て
い
く
。

　

問　

高
齢
化
率
が
42
パ
ー

セ
ン
ト
を
超
え
、
冬
期
間
の

除
雪
が
困
難
な
世
帯
に
対
し

て
、
今
年
度
設
置
し
た
雪
処

理
支
援
隊
が
活
躍
さ
れ
た
状

況
を
問
う
。

　

健
康
福
祉
課
長

　

現
在
、
町
臨
時
職
員
と
し

て
４
人
の
支
援
隊
員
を
雇
用

し
て
い
る
。
雪
処
理
支
援
隊

の
支
援
は
、
安
否
の
確
認
、

玄
関
か
ら
道
路
ま
で
の
除
排

雪
、
機
械
除
雪
後
の
残
雪
処

理
を
行
っ
て
い
る
。
豪
雪
時

に
は
軒
先
の
残
雪
処
理
や
避

難
経
路
の
確
保
も
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

問　

除
雪
作
業
に
あ
た
り
、

安
全
管
理
、
作
業
時
間
、
除

雪
の
範
囲
な
ど
の
規
則
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

健
康
福
祉
課
長

　

安
全
管
理
は
、
毎
朝
作
業

前
に
当
日
の
作
業
内
容
を
確

　

問　

西
会
津
国
際
芸
術
村

に
移
住
相
談
な
ど
の
拠
点
と

し
て
の
機
能
を
加
え
る
と
あ

る
が
、
今
現
在
、
移
住
の
希

望
が
あ
れ
ば
受
け
入
れ
体
制

は
整
っ
て
い
る
か
。

　

商
工
観
光
課
長

　

従
来
ま
で
の
行
政
の
支
援

に
加
え
、
町
外
か
ら
の
若
者

の
移
住
、
定
住
者
の
確
保
を

図
る
た
め
、
都
市
部
等
へ
の

町
の
情
報
発
信
か
ら
仕
事
や

住
宅
の
紹
介
な
ど
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
行
う
た
め
、
定
住

移
住
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
を

芸
術
村
に
設
置
し
、
体
制
の

強
化
を
図
っ
て
い
る
。

　

問　

移
住
さ
れ
た
方
に
、

町
と
し
て
新
し
い
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　

商
工
観
光
課
長

　

住
宅
購
入
者
へ
の
最
大
１

９
０
万
円
の
補
助
が
受
け
ら

れ
る
「
県
空
き
家
・
ふ
る
さ

と
復
興
支
援
事
業
」
、
最
大

１
５
０
万
円
の
補
助
が
受
け

ら
れ
る
「
町
定
住
促
進
助
成

事
業
」
、
空
き
家
バ
ン
ク
で

の
住
宅
あ
っ
旋
に
加
え
、
移

住
定
住
住
宅
の
建
設
な
ど
も

今
後
検
討
し
て
い
く
。

認
し
、
安
全
運
転
、
作
業
中

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
、
作

業
中
の
安
全
確
認
の
徹
底
を

し
な
が
ら
作
業
を
し
て
い
る
。

作
業
時
間
は
、
毎
週
月
・

水
・
金
曜
日
の
３
日
間
、
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で
活
動
し
て
い
る
が
、

降
雪
の
状
況
や
野
沢
町
内
の

流
雪
溝
の
流
水
時
間
な
ど
に

よ
り
、
曜
日
や
時
間
は
臨
機

応
変
な
対
応
を
し
て
い
る
。

　

今
年
度
の
実
施
状
況
を
検

証
し
、
よ
り
良
い
制
度
に
な

る
よ
う
に
改
善
し
な
が
ら
継

続
し
て
い
く
。
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料金負担の公平さを

格差を是正すべき利
用
料
金

問

適正化に努める答

運
行
さ
せ
る
考
え
は

循環福祉バス

問

制
度
上
で
き
な
い

答

青木 照夫 議員

登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
定
義
は
な
い
。
数

十
年
の
居
住
者
で
あ
っ
て
も
、

デ
マ
ン
ド
バ
ス
等
の
料
金
が

町
外
者
料
金
で
あ
る
。
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
、
交
流
人

口
拡
大
を
目
指
す
な
ら
是
正

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

総
務
課
長

　

利
用
料
の
算
定
は
、
受
益

者
負
担
の
原
則
に
基
づ
き
な

が
ら
、
負
担
の
公
平
性
や

サ
ー
ビ
ス
の
性
質
、
類
似
施

設
の
状
況
な
ど
を
考
慮
し
、

設
定
し
て
い
る
。
負
担
の
公

平
性
や
算
定
方
法
の
明
確
化

　

問　

町
の
憲
法
の
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
で
規
定
す
る

町
民
の
定
義
は
、
居
住
す
る

も
の
、
町
内
で
働
く
も
の
、

学
ぶ
も
の
、
事
業
を
営
む
も

の
、
活
動
す
る
も
の
と
な
っ

て
お
り
、
居
住
す
る
も
住
民

を
基
本
に
据
え
、
必
要
に
応

じ
見
直
し
を
検
討
す
る
な
ど
、

今
後
も
適
正
化
に
努
め
る
。

　

な
お
、
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
に
規
定
さ
れ
る
住
民
も

し
く
は
町
民
の
定
義
は
、
条

例
中
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け

る
町
民
等
の
権
利
や
役
割
の

範
囲
を
明
確
に
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
り
、
一
方
、
使
用

料
等
の
設
定
は
、
今
ほ
ど
申

し
上
げ
た
考
え
方
を
基
本
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
に
応

じ
判
断
す
べ
き
も
の
と
考
え

る
。

　

町
が
直
営
で
循
環
福
祉
バ

ス
を
運
行
さ
せ
る
こ
と
は
、

す
で
に
会
津
管
内
を
運
行
し

て
い
る
公
共
交
通
機
関
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
制
度
上
で
き

な
い
。

　

さ
ら
に
各
病
院
が
運
行
し

て
い
る
送
迎
バ
ス
は
、
病
院

が
企
業
努
力
で
独
自
に
利
用

者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め

実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

町
が
中
心
と
な
っ
て
運
行

ル
ー
ト
を
調
整
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

い
人
は
利
用
が
困
難
で
あ
る
。

町
が
各
病
院
と
話
し
合
い
、

循
環
福
祉
バ
ス
を
運
行
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

町
民
税
務
課
長
補
佐

　

３
月
１
日
か
ら
高
速
バ
ス

に
、
竹
田
病
院
前
停
留
所
が

新
設
さ
れ
、
直
接
竹
田
病
院

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
と

な
っ
た
。
ま
た
、
現
在
運
行

し
て
い
る
町
民
バ
ス
野
沢
坂

下
線
は
、
４
月
１
日
よ
り
坂

下
厚
生
病
院
敷
地
内
に
停
留

所
を
移
設
す
る
こ
と
で
、
利

用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図

る
。

　

問　

眼
科
や
透
析
等
で
、

町
外
の
医
療
機
関
に
行
か
ざ

る
を
得
な
い
方
が
い
る
。
野

沢
駅
か
ら
坂
下
厚
生
病
院
、

竹
田
病
院
、
中
央
病
院
、
会

津
医
療
セ
ン
タ
ー
と
い
う
よ

う
に
、
各
病
院
を
循
環
す
る

福
祉
バ
ス
を
運
行
さ
せ
て
は

ど
う
か
。

　

他
市
町
村
で
は
、
自
治
体

が
中
心
と
な
り
運
用
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
あ

る
。
現
在
、
運
行
さ
れ
て
い

る
バ
ス
は
、
個
人
病
院
や
バ

ス
会
社
の
利
益
目
的
で
あ
り
、

ス
テ
ッ
プ
が
高
く
足
腰
の
弱
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教
職
員
の
多
忙
感
へ
の
対
処
は

小中連携・一貫

問

悪
い
環
境
に
は
な
い

答

取り組む覚悟は地
方
創
生

問

総合戦略と整合性を計りながら答

多賀 　剛 議員

堂々と質問する子ども議員

た
。
今
後
と
も
小
中
学
校
の

話
し
合
い
の
場
や
教
職
員
の

交
流
を
進
め
、
そ
の
溝
を
埋

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

教
職
員
の
多
忙
感
は
、
県

教
育
委
員
会
等
で
の
調
査
で
、

ス
ト
レ
ス
度
や
社
会
的
健
康

度
等
も
県
平
均
よ
り
良
好
な

結
果
が
得
ら
れ
て
お
り
、
決

し
て
悪
い
環
境
に
は
な
い
と

認
識
し
て
い
る
。

　

問　

新
年
度
は
「
地
方
創

生
」
に
向
け
、
具
体
的
な
取

り
組
み
が
活
発
化
す
る
も
の

と
考
え
る
。
人
口
減
少
対
策

等
、
一
朝
一
夕
に
は
成
果
を

上
げ
る
こ
と
は
大
変
難
し
い

課
題
ば
か
り
で
あ
る
が
、
残

さ
れ
た
時
間
も
そ
う
長
く
な

い
の
も
事
実
で
あ
る
。
他
町

村
と
の
差
別
化
を
し
、
本
町

の
優
位
性
を
最
大
限
生
か
し

な
が
ら
、
生
き
残
り
を
か
け

た
施
策
を
実
行
す
る
上
で
何

が
重
要
と
考
え
る
か
。
取
り

組
み
姿
勢
、
意
気
込
み
と
覚

悟
を
問
う
。

　

地
方
版
総
合
戦
略
の
目
玉

は
何
か
。

　

企
画
情
報
課
長

　

平
成
28
年
度
に
実
施
す
る

事
業
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

生
産
施
設
の
整
備
に
向
け
た

検
討
。
定
住
・
移
住
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
。
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
整
備
に
向
け

　

問　

過
日
初
め
て
開
催
さ

れ
た
小
学
生
に
よ
る
子
ど
も

議
会
で
は
、子
ど
も
議
員
の

豊
か
な
感
性
と
素
直
な
視
点

か
ら
発
せ
ら
れ
る
思
い
や
鋭
い

意
見
に
、感
心
、感
動
さ
せ
ら

れ
た
。相
手
の
話
を
し
っ
か
り

と
聞
き
、自
分
の
思
い
や
意
見

を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ
と
は
、

あ
る
意
味「
生
き
る
力
」を
育

て
る
上
で
一
番
大
切
な
部
分

で
あ
る
よ
う
に
思
う
。子
ど

も
議
会
の
効
果
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

　

教
育
長

　

子
ど
も
議
会
で
は
児
童
の

堂
々
と
し
た
態
度
、
し
っ
か

り
と
し
た
主
張
は
素
晴
ら
し

い
も
の
が
あ
っ
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、
機
会
が
与
え
ら
れ

れ
ば
自
ら
考
え
行
動
で
き
る

こ
と
、
成
長
に
必
要
な
活
動

の
場
を
設
け
て
や
る
こ
と
な

ど
の
重
要
性
を
再
認
識
で
き

た
。

　

問　

小
中
連
携
教
育
の
評

価
及
び
検
証
は
。

ま
た
、
教
職
員
の
多
忙
感
に

ど
う
対
処
す
る
の
か
。

　

教
育
長

　

昨
年
12
月
に
ま
と
め
た
報

告
書
で
は
、
共
同
授
業
研
究

を
と
お
し
た
授
業
の
質
の
向

上
が
図
ら
れ
る
な
ど
の
成
果

が
あ
っ
た
一
方
で
、
小
中
学

校
の
教
職
員
間
で
小
中
連
携

の
意
識
に
温
度
差
が
み
ら
れ

た
調
査
の
実
施
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
増
員
や
西
会
津
高

校
生
に
よ
る
商
品
開
発
事
業
、

若
者
リ
ー
ダ
ー
養
成
事
業
等

で
あ
る
。

　

問　

他
町
村
に
は
な
い
本

町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
施
策
は
あ

る
か
。

　

町
長

　

年
間
３
千
人
を
超
え
る
来

館
者
が
あ
る
西
会
津
国
際
芸

術
村
の
施
設
改
修
工
事
を
実

施
し
、
ア
ー
ト
に
よ
る
町
づ

く
り
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
っ
て

い
く
。
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文化財は貴重な町の宝です

維持管理に支援を町
内
の
文
化
財

問

事案に応じ支援を協議答

待
機
児
童
の
解
消
は

子育て支援

問

現
在
待
機
児
童
は
い
な
い

答

長谷川 義雄 議員

　

問　

文
化
財
は
、
個
人
ま

た
は
団
体
が
維
持
管
理
し
て

い
る
が
、
支
援
等
を
す
る
考

え
は
な
い
か
。

　

生
涯
学
習
課
長

　

町
で
は
文
化
財
保
存
事
業

補
助
金
交
付
要
綱
を
制
定
し

て
お
り
、
今
後
、
文
化
財
の

所
有
者
か
ら
問
い
合
わ
せ
等

が
あ
っ
た
場
合
は
相
談
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
事
案
に
応
じ

た
支
援
策
を
協
議
し
て
い
き

た
い
。

　

問　

横
町
館
跡
発
掘
調
査

事
業
も
４
月
よ
り
実
施
予
定

だ
が
、
発
掘
に
よ
る
出
土
品

の
利
活
用
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　

生
涯
学
習
課
長

　

横
町
館
跡
の
発
掘
調
査
が

進
行
し
、
出
土
品
が
発
見
さ

れ
た
場
合
、
専
門
家
や
関
係

機
関
と
協
議
し
な
が
ら
、
現

在
、
策
定
作
業
を
進
め
て
い

る
歴
史
文
化
財
を
生
か
し
た

地
域
づ
く
り
に
活
用
し
て
い

き
た
い
。

　

健
康
福
祉
課
長

　

新
し
い
認
定
子
ど
も
園
の

定
員
は
、
２
〜
５
歳
児
が
そ

れ
ぞ
れ
40
人
、
１
歳
児
は
25

人
、
ゼ
ロ
歳
児
が
15
人
と
今

後
入
所
希
望
児
童
数
が
増
加

し
て
も
入
所
で
き
る
規
模
と

な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
現
在
本
町
で
は
待

機
児
童
は
い
な
い
。

　

問　

乳
幼
児
家
庭
子
育
て

応
援
金
は
継
続
す
る
の
か
。

　

健
康
福
祉
課
長

　

乳
幼
児
家
庭
子
育
て
応
援

金
事
業
は
継
続
し
て
い
く
。

　

問　

認
定
こ
ど
も
園
は
平

成
29
年
４
月
に
開
園
さ
れ
る

が
、
児
童
の
安
全
対
策
は
万

全
か
。

　

健
康
福
祉
課
長

　

防
災
・
防
火
に
配
慮
し
た

施
設
、
全
て
の
子
ど
も
に
や

さ
し
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
に
よ
る
施
設
、
送
迎
時

の
交
通
安
全
に
配
慮
し
た
施

設
と
い
う
基
本
方
針
に
沿
っ

た
も
の
を
設
計
し
進
め
て
い

る
。

　

問　

開
園
す
れ
ば
待
機
児

童
は
解
消
さ
れ
る
か
。
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整
備
計
画
の
進
捗
状
況
は

県道奥川新郷線

問

28
年
度
は
引
き
続
き
調
査

答

具体的な方策は学
力
向
上

問

学びなおす活動で答

猪俣 常三 議員

大きく路面が盛り上がり交通に支障があった中町峠

ち
に
補
修
し
て
い
た
だ
く
よ

う
要
請
し
て
い
く
。

　

問　

本
町
の
小
中
学
校
の

学
力
調
査
の
結
果
は
、
ど
の

よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

　

学
校
教
育
課
長

　

小
学
５
年
生
は
、
理
科
の

知
識
分
野
の
正
答
率
は
県
平

均
を
上
回
っ
た
が
、
他
の
教

科
は
県
平
均
を
下
回
っ
た
。

　

中
学
２
年
生
は
、
数
学
・

理
科
・
英
語
・
国
語
の
知
識

は
県
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、

国
語
の
活
用
だ
け
が
わ
ず
か

に
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

各
教
科
の
正
答
率
を
領
域

別
に
見
る
と
、
小
学
校
の
国

語
で
は
「
話
す
こ
と
・
聞
く

こ
と
」
が
、
算
数
で
は
「
量

と
測
定
」
「
数
量
関
係
」
が
、

理
科
で
は
「
生
命
・
地
球
」

が
県
平
均
を
下
回
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
中
学
生

は
、
ほ
ぼ
全
域
で
県
平
均
を

上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

　

問　

県
か
ら
中
町
工
区
の

整
備
の
見
通
し
が
立
っ
て
い

な
い
と
説
明
を
受
け
て
か
ら
、

１
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
整
備
計
画
の
進
捗

状
況
を
問
う
。

　

建
設
水
道
課
長

　

喜
多
方
建
設
事
務
所
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
27
年

度
は
地
質
調
査
を
実
施
し
て

お
り
、
28
年
度
は
引
き
続
き

調
査
を
進
め
て
い
く
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　

問　

中
町
峠
付
近
は
、
路

面
が
盛
り
上
が
り
、
通
行
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
。
町

は
県
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う

に
要
望
し
て
い
く
の
か
。

　

建
設
水
道
課
長

　

喜
多
方
建
設
事
務
所
で
は
、

直
ち
に
注
意
看
板
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
３
度
に
わ
た

る
舗
装
補
修
を
実
施
し
て
い

る
。
引
き
続
き
監
視
を
続
け

て
い
る
が
、
町
と
し
て
も
県

と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、

大
き
な
変
動
等
が
あ
れ
ば
直

　

問　

学
力
向
上
の
た
め
の

具
体
的
な
方
策
は
。

　

学
校
教
育
課
長

　

一
時
間
の
授
業
の
充
実
を

図
る
「
授
業
の
流
れ
の
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
」
の
徹
底
、
今
回

の
学
力
テ
ス
ト
で
明
ら
か
に

な
っ
た
定
着
し
て
い
な
い
内

容
は
、
教
育
支
援
員
を
活
用

し
「
学
び
な
お
す
活
動
」
を

学
校
全
体
で
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

ま
た
、
学
習
を
定
着
さ
せ

る
べ
く
、
課
題
の
出
し
方
の

工
夫
と
、
そ
の
確
実
な
確
認

を
行
っ
て
い
る
。

　

問　

学
習
効
果
を
確
認
す

る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
方

法
を
用
い
て
い
る
の
か
。

　

学
校
教
育
課
長

　

全
国
学
力
。
学
習
状
況
調

査
、
福
島
県
学
力
調
査
及
び

Ｎ
Ｒ
Ｔ
と
よ
ば
れ
る
標
準
学

力
検
査
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
学
校
で
は
単
元

テ
ス
ト
や
定
期
テ
ス
ト
な
ど

を
実
施
し
、
学
習
成
果
の
到

達
度
確
認
を
行
っ
て
い
る
。
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小柴 　敬 議員

キノコ大規模産地化と木質バイオマス生産施設を

町長の取り組みは創
生
総
合
戦
略

問

国や県に強力に要望答

総
合
戦
略
関
連
の
予
算
は

新年度予算

問

14
億
６
千
万
円
を
計
上

答

　

問　

創
生
総
合
戦
略
策
定

後
の
今
後
の
計
画
を
問
う
。

キ
ノ
コ
大
規
模
産
地
化
推
進

の
た
め
、
実
施
計
画
へ
の
新

た
な
位
置
付
け
に
つ
い
て
、

計
画
の
見
直
し
（
新
た
な
追

加
）
を
含
め
た
町
の
考
え
は
。

　

農
林
振
興
課
長

　

町
内
の
豊
か
な
森
林
資
源

の
有
効
活
用
と
菌
床
キ
ノ
コ

類
の
大
規
模
産
地
化
を
目
指

す
森
林
資
源
活
用
新
産
業
づ

く
り
計
画
の
策
定
を
進
め
る
。

　

問　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
生

産
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
２
月
に
木
質
エ
ネ

ル
ギ
ー
地
産
地
消
計
画
が
す

で
に
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
計
画
書
の
位
置
付
け
は

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

　

農
林
振
興
課
長

　

木
質
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地

消
計
画
は
、
町
有
施
設
等
の

木
質
燃
料
ボ
イ
ラ
ー
導
入
検

討
を
目
的
と
し
た
計
画
で
、

今
後
、
町
独
自
の
循
環
型
産

業
の
構
築
を
目
指
す
。

　

問　

創
生
総
合
戦
略
実
行

の
た
め
、
予
算
確
保
を
含
め

た
町
長
の
取
り
組
み
と
方
針

は
。

　

町
長

　

ま
だ
新
型
交
付
金
の
具
体

的
内
容
が
示
さ
れ
て
い
な
い

が
、
今
後
も
国
県
補
助
金
や

有
利
な
起
債
の
活
用
に
向
け

て
、
国
や
県
に
強
力
に
要
望

し
て
い
く
。

特
に
町
独
自
の
重
点
施
策
は

ど
の
よ
う
な
項
目
か
。

　

町
長

　

重
点
施
策
と
し
て
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
生
産
施
設
整
備

に
向
け
た
計
画
策
定
に
取
り

組
む
。

　

交
流
人
口
拡
大
及
び
移

住
・
定
住
の
促
進
で
は
、
さ

ゆ
り
公
園
施
設
利
用
者
な
ど

が
合
宿
・
研
修
の
で
き
る
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
整
備
の
調
査

事
業
や
、
西
会
津
国
際
芸
術

村
の
施
設
改
修
を
行
う
と
と

も
に
、
移
住
・
定
住
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
す
る
ほ

か
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

増
員
等
に
よ
り
、
若
者
の
育

成
定
住
を
図
る
。

　

子
育
て
支
援
で
は
、
平
成

29
年
４
月
の
開
園
に
向
け
て

認
定
子
ど
も
園
の
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
出
産
祝
金

を
第
１
子
、
第
２
子
目
出
生

時
に
20
万
円
支
給
す
る
よ
う

制
度
を
拡
充
し
た
。

　

問　

最
小
の
予
算
で
、
最

大
の
効
果
が
期
待
で
き
る
項

目
は
あ
る
の
か
。

　

町
長

　

行
政
執
行
に
あ
た
っ
て
の

基
本
的
姿
勢
と
し
て
、
最
小

の
予
算
で
最
大
の
効
果
が
挙

が
る
よ
う
に
各
種
事
業
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

　

今
後
も
事
務
事
業
の
見
直

し
や
国
県
補
助
の
活
用
な
ど
、

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果

が
挙
が
る
よ
う
に
事
業
の
推

進
を
図
っ
て
い
く
。

　

問　

平
成
28
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
は
、
総
額
約
64

億
円
と
い
う
大
型
予
算
が
計

上
さ
れ
た
が
、
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

の
予
算
は
、
ど
の
程
度
計
上

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

町
長

　

平
成
28
年
度
を
地
方
創
生

初
年
度
と
位
置
付
け
、
人
口

減
少
対
策
や
地
方
創
生
事
業

に
取
り
組
む
た
め
、
総
合
戦

略
関
連
と
し
て
14
億
６
千
万

の
予
算
を
計
上
し
た
。

　

問　

今
回
の
予
算
の
中
で
、
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整
備
計
画
の
進
捗
状
況
は

県道奥川新郷線

問

28
年
度
は
引
き
続
き
調
査

答

計画の見直しは役
場
庁
舎
移
転

問

早期移転に向け作業を進める答

荒海 清隆 議員

今年から本調査が実施される横町館跡（旧西会津小敷地）

　

問　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
と

経
費
は
。

　

総
務
課
長

　

当
初
、
平
成
27
年
度
と
28

年
度
の
２
カ
年
で
整
備
を
図

る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
昨
年

４
月
に
旧
西
会
津
小
学
校
の

敷
地
内
が
埋
蔵
文
化
財
包
蔵

地
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
、
庁
舎
移
転

を
計
画
ど
お
り
進
め
る
に
は

遺
跡
の
本
調
査
が
必
要
と
な

り
、
移
転
時
期
が
予
定
よ
り

も
遅
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
要
し
た
費
用

は
平
成
26
年
度
に
実
施
し
た

施
設
改
修
に
係
る
実
施
設
計

業
務
委
託
及
び
駐
車
場
測
量

設
計
業
務
委
託
等
で
、
合
計

２
５
６
３
万
２
千
円
で
あ
る
。

　

問　

埋
蔵
文
化
財
と
の
関

係
は
ク
リ
ア
で
き
た
の
か
。

　

総
務
課
長

　

県
教
育
庁
文
化
財
課
や
役

　

問　

大
き
な
変
更
等
が

あ
っ
た
場
合
、
事
業
そ
の
も

の
の
見
直
し
を
考
え
て
は
ど

う
か
。

　

総
務
課
長

　

役
場
庁
舎
移
転
事
業
に
つ

い
て
は
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
の

下
、
役
場
庁
舎
内
に
お
け
る

協
議
や
議
会
へ
の
説
明
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
、

町
民
懇
談
会
の
開
催
な
ど
を

経
て
計
画
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
の
役
場
庁
舎

は
老
朽
化
が
著
し
く
、
早
期

の
移
転
が
必
要
で
あ
る
こ
と

や
、
今
後
、
本
町
の
活
性
化
、

さ
ら
に
は
町
民
生
活
の
向
上

を
図
る
た
め
の
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

事
業
や
防
災
行
政
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
事
業
、
道
路
整
備

事
業
な
ど
の
実
施
に
多
額
の

財
源
が
必
要
と
な
る
こ
と
な

ど
を
踏
ま
え
、
現
計
画
の
見

直
し
は
せ
ず
、
早
期
移
転
に

向
け
た
作
業
を
鋭
意
進
め
て

い
き
た
い
。

場
関
係
課
、
発
掘
調
査
の
専

門
家
、
設
計
業
者
等
と
現
地

確
認
や
協
議
を
重
ね
、
発
掘

調
査
は
平
成
28
年
度
と
29
年

度
の
２
カ
年
で
実
施
す
る
。

　

改
修
工
事
は
、
平
成
29
年

度
か
ら
着
手
し
、
平
成
30
年

度
の
早
い
時
期
の
完
了
を
予

定
し
て
い
る
。

　

問　

分
庁
舎
を
建
て
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
多
く

の
課
題
が
あ
る
と
思
う
が
。

　

総
務
課
長

　

新
庁
舎
と
な
る
旧
小
学
校

施
設
に
は
、
ス
ペ
ー
ス
的
に

教
育
委
員
会
は
入
ら
な
い
。

教
育
委
員
会
が
入
れ
る
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
た
め
に

分
庁
舎
を
２
階
建
て
か
ら
３

階
建
て
に
変
更
す
れ
ば
１
億

円
以
上
の
経
費
が
増
え
る
こ

と
と
な
る
。
ま
た
、
町
総
合

計
画
の
後
期
計
画
の
中
で
生

涯
学
習
機
能
と
文
化
活
動
施

設
の
整
備
を
検
討
し
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
新
庁
舎
に

全
て
の
課
を
配
置
す
る
考
え

は
な
い
。
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三留 　満 議員

さゆり公園プールを利用した授業に課題は多い

危険な空家の対策は 空
家
対
策

問

適正管理に努める 答

設
置
す
る
考
え
は

小学校プール

問

再
検
討
す
る

答

用
し
た
結
果
、
様
々
な
課
題

が
浮
上
し
た
こ
と
か
ら
、

プ
ー
ル
の
設
置
を
再
度
検
討

す
る
場
を
設
け
た
い
。

　

問　

町
内
に
は
、
廃
墟
と

化
し
た
危
険
な
空
家
が
見
受

け
ら
れ
る
が
、
今
後
の
対
策

を
問
う
。

　

危
険
な
空
家
の
件
数
は
把

握
し
て
い
る
か
。
調
査
の
予

定
は
。

　

町
民
税
務
課
長
補
佐

　

法
に
定
め
る
「
特
定
空
家

等
」
の
適
用
に
は
、
順
を
経

た
手
続
き
が
必
要
な
こ
と
か

ら
、
件
数
の
把
握
は
し
て
い

な
い
。

　

今
後
の
調
査
は
、
空
家

デ
ー
タ
を
も
と
に
、
建
築
の

専
門
家
の
意
見
を
参
考
に
危

険
度
判
定
を
行
う
。

　

問　

町
空
家
条
例
の
補
助

金
を
利
用
し
て
、
解
体
処
分

し
た
例
は
あ
る
か
。
今
後
の

計
画
は
。

　

町
民
税
務
課
長
補
佐

　

こ
れ
ま
で
補
助
金
を
利
用

し
て
解
体
処
分
し
た
例
は
な

い
が
、
所
有
者
が
経
済
的
な

理
由
で
取
り
壊
す
こ
と
が
困

難
な
場
合
、
補
助
金
を
使
っ

て
解
体
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

問　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
計

画
の
中
で
、
解
体
で
発
生
す

る
木
材
等
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
と
し
て
活
用
し
、
処
分
費

用
の
低
減
を
図
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

　

町
民
税
務
課
長
補
佐

　

空
家
の
解
体
に
よ
り
発
生

し
た
材
料
の
処
分
は
、
産
業

廃
棄
物
と
し
て
処
分
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
バ
イ
オ

マ
ス
計
画
で
の
チ
ッ
プ
化
の

利
用
は
、
法
律
で
は
認
め
ら

れ
て
い
な
い
。 

　

２
学
年
か
ら
６
学
年
ま
で

は
、
計
画
ど
お
り
実
施
で
き

た
。

　

問　

昨
年
の
夏
休
み
の

プ
ー
ル
利
用
は
週
１
回
だ
け

で
、
こ
れ
ま
で
よ
り
大
幅
に

減
っ
て
し
ま
い
、
課
題
が

残
っ
た
。
今
後
の
対
応
は
。

　

学
校
教
育
課
長

 

今
年
の
夏
休
み
は
、
日
数

増
や
安
全
確
保
の
方
法
等
、

関
係
者
と
協
議
を
進
め
、
で

き
る
だ
け
児
童
や
保
護
者
の

要
望
に
沿
え
る
よ
う
努
力
す

る
。

　

問　

小
中
一
貫
教
育
の
方

針
の
も
と
で
、
小
学
校
と
中

学
校
の
両
方
で
使
え
る
プ
ー

ル
の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

　

学
校
教
育
課
長

　

さ
ゆ
り
公
園
プ
ー
ル
を
使

　

問　

西
会
津
小
学
校
の
新

校
舎
の
課
題
に
プ
ー
ル
の
問

題
が
あ
る
。

　

特
に
夏
休
み
の
プ
ー
ル
は
、

多
く
の
保
護
者
か
ら
意
見
や

要
望
が
あ
り
、
子
ど
も
議
会

で
も
質
問
が
あ
っ
た
。

　

さ
ゆ
り
公
園
プ
ー
ル
を
利

用
し
た
授
業
は
、
計
画
ど
お

り
で
き
た
の
か
。

　

学
校
教
育
課
長

　

１
学
年
は
屋
外
幼
児
用

プ
ー
ル
の
た
め
、
雨
や
低
温

で
計
画
ど
お
り
の
授
業
時
間

の
確
保
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

目
的
は
ほ
ぼ
達
成
で
き
た
。
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な
ぜ
半
額
は
商
品
券
な
の
か

出 産 祝 金

問

町
内
の
消
費
の
拡
大
を
目
的
に

答

税金の免除はどうなる 
ふ
る
さ
と
自
慢
館

問

場合によっては課税対象 答

渡部 　憲 議員

出産祝金の拡充で子育てを応援

　

問　

ふ
る
さ
と
自
慢
館
の

管
理
運
営
は
、
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。

　

商
工
観
光
課
長

　

ふ
る
さ
と
自
慢
館
は
、
町

商
工
会
が
所
有
し
、
町
の
歴

史
や
観
光
名
所
な
ど
を
紹
介

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

管
理
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　

問　

テ
ナ
ン
ト
に
入
る
業

者
と
の
委
託
契
約
は
。

　

商
工
観
光
課
長

　

商
工
会
で
は
テ
ナ
ン
ト
方

式
を
採
用
し
、
管
理
運
営
し

て
い
く
と
聞
い
て
い
る
が
、

契
約
内
容
ま
で
は
把
握
し
て

い
な
い
。

　

問　

出
生
時
に
支
給
す
る

出
産
祝
金
20
万
円
の
う
ち
、

半
額
の
10
万
円
は
町
の
共
通

商
品
券
で
支
給
す
る
と
し
て

い
る
が
、
な
ぜ
現
金
で
支
給

し
な
い
の
か
。

　

出
産
時
は
多
額
の
お
金
が

必
要
と
な
り
家
族
の
負
担
も

大
き
い
た
め
。
現
金
の
方
が

家
族
は
助
か
る
と
思
う
が
、

町
の
対
応
は
。

　

町
長

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
、
子
育
て
支
援
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
は
、
重
要

な
施
策
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

現
在
第
３
子
以
降
の
出
産

に
対
し
て
、
総
額
で
50
万
円

を
支
給
し
て
い
る
出
産
祝
金

を
第
１
子
目
、
第
２
子
目
の

出
産
時
に
も
20
万
円
支
給
す

る
よ
う
に
す
る
。

　

出
生
時
に
支
給
す
る
20
万

円
は
、
半
分
の
10
万
円
を
町

共
通
商
品
券
で
支
給
す
る
こ

と
で
、
町
内
で
の
消
費
の
拡

大
を
図
る
こ
と
も
目
的
と
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

問　

自
慢
館
に
対
す
る
税

金
の
免
除
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

副
町
長

　

今
ま
で
の
自
慢
館
は
、
収

入
が
な
か
っ
た
た
め
、
課
税

対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
。
今

後
、
収
入
が
発
生
す
る
よ
う

で
あ
れ
ば
、
課
税
対
象
に
な

る
。
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昨年開催された越後（会津）街道サミット

阿賀町との交流は観
光
振
興

問

経済交流も図れるように答

認
知
症
専
門
棟
20
床
の
増
設
は

高齢者福祉

問

情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
な
が
ら

答

　

問　

町
で
は
従
来
の
観
光

に
加
え
、
歴
史
的
・
文
化
的

に
価
値
の
高
い
旧
越
後
街
道

を
活
用
し
た
観
光
振
興
を

図
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次

の
点
を
問
う
。

　

江
戸
時
代
に
同
じ
会
津
藩

で
あ
っ
た
阿
賀
町
と
、
旧
越

後
街
道
を
共
通
テ
ー
マ
と
し

た
連
携
を
推
進
し
、
滞
在
型

の
観
光
振
興
を
図
る
考
え
は
。

　

商
工
観
光
課
長

　

昨
年
11
月
に
、
阿
賀
町
、

会
津
坂
下
町
、
本
町
の
３
町

連
携
に
よ
る
宿
場
町
を
テ
ー

マ
に
し
た
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催

し
、
町
内
外
か
ら
１
５
０
人

の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

28
年
度
は
阿
賀
町
を
会
場

に
予
定
し
て
お
り
、
今
後
の

周
遊
観
光
促
進
に
連
携
の
必

要
性
を
確
認
し
て
い
る
。

　

問　

町
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

で
阿
賀
町
と
の
交
流
を
促
進

し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
考
え
は
な
い
か
。

　

商
工
観
光
課
長

　

現
在
、
阿
賀
町
と
は
交
流

や
連
携
を
行
っ
て
い
る
事
業

は
数
多
く
あ
る
。
今
後
は
、

滞
在
型
周
遊
ル
ー
ト
の
構
築

や
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る

経
済
交
流
も
図
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

た
。

　

し
か
し
本
年
度
、
会
津
地

域
に
入
所
定
員
の
多
い
介
護

施
設
が
開
設
し
、
待
機
者
が

７
人
と
な
っ
た
。
そ
の
７
人

も
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
な
が
ら
、
自
宅
介
護
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
情
勢
の
変
化
を

踏
ま
え
、
総
合
的
に
判
断
し

た
い
。

　

問　

高
齢
者
の
一
人
暮
ら

し
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が

増
加
す
る
中
、
自
宅
や
地
域

で
安
心
し
て
住
み
続
け
る
た

め
に
、
生
活
支
援
の
ニ
ー
ズ

が
高
ま
っ
て
い
る
。
生
活
支

援
ハ
ウ
ス
の
有
効
活
用
と
高

齢
者
向
け
共
同
住
宅
な
ど
の

整
備
を
進
め
て
い
る
が
、
進

捗
状
況
は
。

　

健
康
福
祉
課
長

　

今
後
、
生
活
支
援
ハ
ウ
ス

や
共
同
住
宅
へ
の
ニ
ー
ズ
は

増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

の
で
、
遊
休
公
共
施
設
や
空

家
等
を
高
齢
者
向
け
共
同
住

宅
と
し
て
利
活
用
で
き
な
い

か
な
ど
、
早
急
に
検
討
す
る
。

　

問　

町
で
は
第
６
期
介
護

保
険
事
業
計
画
・
第
７
期
高

齢
者
福
祉
計
画
を
策
定
し
た

と
こ
ろ
だ
が
、
そ
の
取
り
組

み
を
問
う
。

　

計
画
の
中
で
、
認
知
症
の

人
へ
の
対
応
を
強
化
す
る
た

め
、
介
護
老
人
保
健
施
設

「
憩
の
森
」
に
認
知
症
専
門

棟
20
床
の
整
備
計
画
だ
が
、

進
捗
状
況
は
。

　

健
康
福
祉
課
長

　

認
知
症
専
門
棟
20
床
の
整

備
計
画
は
、
計
画
策
定
時
、

待
機
者
の
解
消
と
認
知
症
対

策
の
強
化
を
目
的
に
計
画
し
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ふ
る
さ
と
納
税
が
消
極
的
で
は

町政の取り組み

問

27
年
度
実
績
の
５
倍
の
予
算
で 

答

ライスセンターの建設は農
業
政
策

問

施設建設を検討していく答

ふるさと納税で財源の確保を

清野 佐一 議員
　

問　

本
町
の
基
幹
産
業
は

農
業
で
あ
り
、
水
稲
が
主
要

な
作
物
に
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
近
年
高
齢
化
に
よ
り

担
い
手
不
足
が
進
み
、
作
付

け
さ
れ
な
い
水
田
も
見
受
け

ら
れ
る
。
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

の
建
設
も
含
め
、
振
興
策
に

つ
い
て
問
う
。

　

農
林
振
興
課
長

　

今
後
も
全
町
的
に
人
・
農

地
プ
ラ
ン
の
作
成
と
担
い
手

の
明
確
化
に
よ
る
認
定
農
業

者
へ
の
誘
導
を
進
め
る
と
と

も
に
、
水
田
農
業
に
つ
い
て

は
、
経
営
規
模
の
拡
大
と
集

落
営
農
組
織
の
推
進
、
さ
ら

に
は
法
人
化
支
援
を
行
っ
て

い
く
。

　

町
長

　

今
後
、
野
沢
・
尾
野
本
の

一
体
感
の
あ
る
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
設
置
を

検
討
す
る
。

　

問　

町
政
の
取
り
組
み
で

次
の
点
を
問
う
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
取
り

組
み
は
、
予
算
額
が
５
０
０

万
円
と
、
あ
ま
り
に
も
消
極

的
な
姿
勢
と
受
け
取
れ
る
が
、

基
本
的
な
考
え
を
問
う
。

　

町
民
税
務
課
長
補
佐

　

現
在
ま
で
の
ふ
る
さ
と
応

援
給
付
金
（
ふ
る
さ
と
納

税
）
の
実
績
を
考
え
あ
わ
せ

て
、
当
初
予
算
編
成
に
あ
た

り
平
成
27
年
度
２
月
末
実
績

の
約
５
倍
の
予
算
と
し
た
。

　

問　

西
会
津
小
学
校
の
施

設
等
に
つ
い
て
、
プ
ー
ル
建

設
も
含
め
整
備
計
画
が
あ
れ

ば
、
具
体
的
な
内
容
を
問
う
。

　

町
長

　

西
会
津
小
学
校
の
プ
ー
ル

は
、
町
小
学
校
統
合
推
進
委

員
会
で
、
小
学
校
に
は
プ
ー

ル
は
設
置
せ
ず
、
さ
ゆ
り

プ
ー
ル
を
使
用
す
る
と
い
う

基
本
方
針
が
決
定
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
こ
れ
に
基
づ
き
進

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
実
際
に
さ
ゆ
り

公
園
プ
ー
ル
を
使
用
し
た
結

果
、
様
々
な
課
題
が
浮
上
し

て
き
た
こ
と
か
ら
、
再
度
、

小
学
校
プ
ー
ル
に
関
し
て
、

今
年
の
夏
以
降
に
町
民
の
皆

さ
ん
に
検
討
い
た
だ
く
場
を

設
け
、
早
い
段
階
で
答
え
を

出
し
た
い
。

　

問　

用
水
路
等
の
保
全
、

改
修
も
必
要
と
思
う
が
、
そ

の
対
策
を
問
う
。

　

農
林
振
興
課
長

　

町
内
の
多
く
の
農
業
施
設

は
、
昭
和
50
年
代
に
、
ほ
場

整
備
事
業
で
整
備
さ
れ
た
も

の
で
、
事
業
が
完
了
し
て
か

ら
す
で
に
30
か
ら
40
年
経
過

し
て
お
り
、
施
設
の
老
朽
化

も
進
ん
で
い
る
の
が
現
状
で

あ
る
。

　

規
模
の
大
き
な
施
設
改
修

は
、
施
設
の
管
理
者
で
あ
る

町
土
地
改
良
区
に
主
体
と

な
っ
て
い
た
だ
き
、
補
助
事

業
等
の
活
用
を
検
討
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
く
。
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市
町
村
対
抗
福
島
縦
断
駅

伝
競
走
大
会
や
市
町
村
対
抗

福
島
軟
式
野
球
大
会
等
の
成

績
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と

町
民
の
健
康
づ
く
り
推
進
の

た
め
、
指
導
強
化
及
び
年
間

を
通
し
た
取
り
組
み
等
、
総

合
的
な
計
画
と
支
援
強
化
を

図
ら
れ
た
い
。

　

町
の
回
答

　

市
町
村
対
抗
の
大
会
出
場

は
、
実
行
委
員
会
等
の
関
係

者
と
連
携
を
深
め
、
年
間
事

業
計
画
を
樹
立
し
、
上
位
入

賞
を
目
指
し
積
極
的
に
取
り

組
む
。

　

猿
が
人
家
近
く
に
出
没
し

農
作
物
等
へ
の
被
害
が
後
を

絶
た
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
町
直
営
に
よ
る
見
回

り
強
化
や
捕
獲
時
の
報
奨
金

の
ア
ッ
プ
、
地
域
住
民
に
よ

る
防
衛
策
の
指
導
を
含
め
た

対
応
強
化
を
要
望
す
る
。

　

町
の
回
答

　

町
直
営
の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

や
実
施
隊
に
連
絡
し
現
場
の

対
応
を
し
て
い
る
。
連
絡
体

制
を
密
に
し
、
捕
獲
作
業
を

強
化
す
る
。
集
落
環
境
点
検

の
未
実
施
地
区
に
は
、
事
業

の
説
明
を
実
施
し
て
い
く
。

　

野
沢
中
央
線
及
び
県
道
大

久
保
野
沢
停
車
場
線
の
白
線

が
薄
れ
て
い
る
の
で
整
備
対

応
し
て
ほ
し
い
。

　

町
の
回
答

　

平
成
28
年
度
に
、県
道
野
沢

大
久
保
線
の
マ
イ
ロ
ー
ド
区
間

を
舗
装
補
修
と
白
線
引
き
直

し
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。野
沢

中
央
線
と
通
学
路
で
あ
る
野

沢
森
野
線
も
平
成
28
年
度
に

白
線
引
き
直
し
を
実
施
す
る
。

　

さ
ゆ
り
公
園
利
用
者
に
は

自
転
車
を
利
用
し
て
い
る
児

童
生
徒
も
多
く
い
る
。
さ
ゆ

り
公
園
内
の
各
所
に
自
転
車

が
駐
輪
さ
れ
て
い
る
状
況
も

踏
ま
え
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の

指
定
等
も
含
め
、
駐
輪
場
の

設
置
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　

町
の
回
答

　

施
設
別
に
自
転
車
で
の
公

園
へ
の
来
場
状
況
を
調
査
し
、

公
園
内
の
駐
輪
の
場
所
や
規

模
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

ふ
れ
あ
い
広
場
の
ト
イ
レ

改
修
の
計
画
が
な
い
の
で
、

洋
式
ト
イ
レ
と
し
て
改
修
し

て
ほ
し
い
。

　

町
の
回
答

　

利
用
者
の
利
便
性
を
考
慮

し
早
急
に
検
討
す
る
。

　

３
月
25
日
、
第
２
回
議
会

臨
時
会
を
開
会
し
ま
し
た
。

　

町
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案

は
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
次
）
と
平

成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
次
）
の
２
件
で
、

両
議
案
と
も
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
で
は
、
国
の
補
正
予

算
事
業
の
地
方
創
生
加
速
化

交
付
金
事
業
の
採
択
に
伴
い
、

会
津
地
域
の
７
市
町
村
共
同

に
よ
る
、
会
津
地
域
全
体
の

観
光
を
一
本
化
で
管
理
す
る

着
地
型
観
光
の
組
織
を
つ
く

り
、
外
国
人
観
光
客
の
誘
致

を
図
る
事
業
の
経
費
１
５
５

６
万
円
の
追
加
な
ど
に
よ
り
、

１
億
３
３
８
８
万
７
千
円
を

増
額
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
で
は
、
３
月

16
日
に
ご
逝
去
さ
れ
た
、
前

西
会
津
町
長
山
口
博
續
氏
の

町
と
山
口
家
の
合
同
告
別
式

経
費
に
か
か
る
、
町
負
担
分

の
経
費
３
９
６
万
１
千
円
を

追
加
計
上
し
ま
し
た
。

　

旧
新
郷
保
育
所
園
庭
の

駐
車
場
化
と
同
保
育
施
設
の

利
用
も
含
め
検
討
・
整
備
を

要
望
す
る
。

　

町
の
回
答

　

園
庭
は
駐
車
場
と
し
て
活

用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
対
応

を
図
る
。
旧
新
郷
保
育
所
施

設
の
利
活
用
は
、
遊
休
施
設

全
体
の
利
活
用
方
針
の
中
で

検
討
し
て
い
く
。

　

県
道
奥
川
新
郷
線
の
一
部

は
改
良
さ
れ
て
い
る
が
、
原

地
内
な
ど
改
良
が
必
要
な
区

間
が
あ
る
。
喜
多
方
建
設
事

務
所
に
も
改
良
の
要
望
を
し

て
い
る
箇
所
で
も
あ
る
が
、

地
域
住
民
の
生
活
道
路
で
あ

り
、
安
全
確
保
の
た
め
に
も
、

県
と
協
議
し
改
良
区
間
と
し

て
計
画
に
入
れ
る
よ
う
に
要

望
す
る
。

　

町
の
回
答

　

喜
多
方
建
設
事
務
所
に
、

点
検
・
修
繕
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
全
体
の
整
備
計

画
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。

　

新
庁
舎
移
転
時
期
や
横
町

館
跡
な
ど
、
町
が
行
う
事
業

等
の
情
報
が
遅
い
た
め
、
事

業
実
施
に
対
し
て
町
民
の
理

解
を
得
る
た
め
に
も
、
町
民

へ
の
迅
速
な
情
報
提
供
を
要

望
す
る
。

　

町
の
回
答

　

町
が
行
う
事
業
は
、
適
時
、

適
切
な
内
容
で
情
報
提
供
に

努
め
る
。
横
町
館
跡
の
試
掘

調
査
の
結
果
は
、
町
広
報
紙

に
特
集
を
組
み
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

高
齢
化
等
に
よ
り
、
町
道

や
林
道
の
草
刈
等
の
維
持
管

理
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

将
来
を
見
極
め
た
対
応
策
と

良
好
な
維
持
管
理
を
求
め
る
。

　

町
の
回
答

　

今
後
は
、
さ
ら
に
進
行
す

る
高
齢
化
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

路
線
利
用
度
や
防
災
上
な
ど

を
勘
案
し
た
上
で
、
日
常
的

に
生
活
機
能
を
維
持
す
る
路

線
を
優
先
し
な
が
ら
維
持
管

理
し
て
い
く
。

報
告
会
要
望
事
項

町
に
申
し
入
れ
た
結
果
は

報
告
会
要
望
事
項

　

町
に
申
し
入
れ
た
結
果
は

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
事
業

１
５
５
６
万
円
を
追
加
な
ど

第２回議会臨時会
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５
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３
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６
９

－

４
４
９
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麻
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西
会
津
町
野
沢

字
下
小
屋
上
乙
３
２
６
１

e-m
ail gikai@

tow
n.nishiaizu.fukushim

a.jp

「銭太鼓の輪を男性にも」と語る斎藤さん

住　　所：上野尻２組（群岡）
年　　齢：６７歳
家族構成：妻、子、孫
趣　　味：カラオケ

プロフィール

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
各

方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
町

民
の
方
々
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
通
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
本
町
で
初
め
て

男
性
に
よ
る
銭
太
鼓
の
団
体

で
あ
る「
上
野
尻
男
銭
太
鼓
」

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
斎
藤
修
さ
ん
（
上
野

尻
）
で
す
。

―

男
性
の
銭
太
鼓
に
取
り
組

ま
れ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

65
歳
に
な
っ
て
老
人
ク
ラ

ブ
に
入
り
、
総
会
に
参
加
し

た
際
に
女
性
の
銭
太
鼓
を
見

て
、
男
性
で
も
で
き
る
だ
ろ

う
と
思
い
有
志
を
募
っ
た
と

こ
ろ
、
思
い
の
ほ
か
集
ま
っ

た
こ
と
が
は
じ
ま
り
で
す
。

―

一
番
苦
労
さ
れ
た
こ
と
は
。

　

女
性
部
の
方
に
ご
理
解
と

協
力
を
得
て
始
め
ま
し
た
。

　

立
ち
上
げ
当
初
は
動
き
に

ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
こ
れ
が

思
い
の
ほ
か
、
な
か
な
か
統

一
感
の
あ
る
演
奏
に
ま
と
ま

ら
な
く
て
、
み
ん
な
本
当
に

必
死
で
練
習
に
練
習
を
重
ね

ま
し
た
。
そ
の
時
期
が
一
番

大
変
で
し
た
。

―

こ
れ
か
ら
の
目
標
や
抱
負

な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

　

い
ま
演
奏
（
メ
イ
ン
の
伴

奏
）
に
、
そ
の
場
で
歌
詞
を

歌
っ
て
の
銭
太
鼓
演
奏
に
も

取
り
組
み
を
始
め
た
の
で
、

も
っ
と
研
究
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
我
々
の
上
野

尻
男
銭
太
鼓
か
ら
本
町
の
各

す
る
こ
と
で
、
議
会
が
主
導

的
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
な

る
た
め
、
災
害
や
行
政
課
題

へ
の
緊
急
的
な
議
会
の
対
応

が
可
能
に
な
り
、
専
決
処
分

が
減
少
し
ま
す
。

　

一
方
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
執

行
機
関
の
議
会
拘
束
時
間
の

増
加
、
審
議
に
伴
う
経
費
へ

の
対
応
や
議
員
活
動
の
増
加

に
対
す
る
報
酬
等
の
見
直
し

等
、
行
政
側
の
一
層
の
理
解

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

本
町
議
会
で
も
、
活
性
化

特
別
委
員
会
の
検
討
事
項
で

も
あ
り
、
大
変
参
考
と
な
る

視
察
研
修
で
し
た
。

　

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、

２
月
８
日
か
ら
10
日
ま
で
の

日
程
で
、
視
察
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
全
国
町
村
議
会

議
長
会
で
、
地
方
議
会
の
あ

り
方
や
目
的
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
活
性
化
の
た

め
、
通
年
会
期
制
を
各
地
方

議
会
で
採
用
す
る
動
き
が
多

い
こ
と
か
ら
、
通
年
会
期
制

を
実
施
し
て
い
る
長
野
県
小

布
施
町
議
会
と
信
濃
町
議
会

を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

　

通
年
会
期
は
、
町
長
が
年

１
回
議
会
を
招
集
し
、
議
会

の
議
決
で
そ
の
会
期
を
１
年

間
と
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

以
後
、
議
長
の
権
限
で
再
開

と
休
会
を
繰
り
返
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

通
年
会
期
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

議
会
の
閉
会
中
を
休
会
中
と

地
区
等
に
普
及
し
て
い
っ
て
、

将
来
い
ろ
ん
な
形
で
交
流
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―

町
議
会
や
町
に
望
む
こ
と

は
。

　

先
ず
は
、
若
者
の
定
住
に

向
け
た
施
策
に
つ
い
て
、
町

も
議
会
議
員
団
も
一
生
懸
命

力
を
尽
く
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

―

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
後
も
ご
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

通
年
会
期
制
を
学
ぶ

　

新
年
度
を
迎
え
、
真
新
し

い
制
服
に
身
を
包
み
、
学
校
、

職
場
へ
と
新
た
な
気
持
ち
で
、

夢
や
希
望
を
持
っ
て
ス
タ
ー

ト
で
き
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年

の
月
日
が
経
ち
、
未
だ
仮
設

住
宅
で
の
不
自
由
な
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
も

多
く
、
風
評
被
害
の
払
拭
も

進
ま
な
い
現
在
、
復
興
の
歩

み
を
加
速
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
く
願
い
ま
す
。
今
年
は
暖

冬
で
稀
に
見
る
雪
の
少
な
さ

で
、
生
活
す
る
に
は
あ
り
が

た
か
っ
た
で
す
が
、
雪
が
少

な
い
た
め
、
農
作
物
に
水
不

足
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

広
報
紙
の
編
集
は
、
今
ま

で
以
上
に
読
み
や
す
く
、
理

解
し
や
す
く
、
親
し
み
や
す

い
広
報
紙
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。　
　

（
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幸
一
）
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